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社長さん、こんなことでお困りではありませんか？　☑





□　うちも「社会保険完備」にせなあかんかなあ…


□　年度更新たら算定基礎届たら、ようわからん！


□　労災事故が起こってしもたらどないしよう…


□　従業員の入退社管理がうまくできへん


□　給与計算のために人手をかける余裕はあらへん


□　だいたい煩わしい事務が多すぎるんや！


□　人事・労務のこと気軽に相談できる相手がおったらなあ…





かわちの社労士がお味方いたす。








かわちの社労士（代表者）のプロフィール





●１９５９年２月生まれ、東大阪市（旧布施市）で生まれ育ち


ました。東大阪市立楠根小学校・中学校、府立八尾高校卒業。


最終学歴は大阪市立大学二部文学部（教育学専攻）中退。


●学童保育指導員（二部学生時代）、病院勤務などの職業を経験。


●１９８９年に中小業者団体の事務局に入局し、東大阪市内で


８年間、大阪市内で１４年間勤務。税金・経営・融資、労働保


険・社会保険、共済・社会保障などを担当し、相談・実務・講


師活動にあたりました。


●２０１２年１１月　社会保険労務士試験合格。


２０１３年　１月　社会保険労務士登録、事務所開業。
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◆建設業界は過剰供給なのに人手不足？


この十年余り、公共工事は大幅に減ったのに、建設業許可業者数は平成１１年のピーク時と比較して１７％程度の減少にとどまっています。　


そのため、競争が激化→低価格の入札→労務費の削減→賃金低下・労働環境悪化→若年労働者が減り、高齢化が進行する流れになっています。


震災復興に従事する労働者不足も深刻です。








◆社会保険労務士にお任せあれ


　建設業経営者様の多くは、自ら工事現場に出かけていくため、会社で事務仕事をこなす時間が取れないのが現状です。


かわちの社労士は、建設業経営者の皆様に長年お世話になってきました。


社労士も「士（サムライ）の端くれ」。義によって、お味方いたします。お気軽にご相談ください。











